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編集後記
▼今号は前号に続き、計8本の論文・書評論文・論文翻訳を掲載することができました。『京都社会学年報』は、
社会学研究室の院生が主体となって作る学術雑誌として、1994 年に創刊され、多くの院生や OB/OGの協
力によって維持されてきました。編集作業においても、これまでの編集委員の試行錯誤と努力の積み重ね
により、作業工程が整えられています。今年度は、執筆要項の特殊なルールを一部廃止し、よりシンプル
で投稿しやすい形を目指しました。しかしながら、近年は博士課程の院生の多くが海外に留学することから、
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▼『京都社会学年報』27 号をお届けします。本誌の創刊は 1994 年のことでした。修士課程の入学者が 1名
から 3名程度だった時代から、1996 年の文学研究科の大学院重点化への移行にともなって多い時には 1年
に 10 名近い修士の院生が加わる時代となりました。その後国立大学の独法化、運営交付金と教職員の定員
削減、さらに若手教員のポスト減少や任期付き雇用といった厳しい環境のなかで、現在の大学院生たちは
調査・研究に奮闘しています。
▼研究テーマはそれぞれの時代を反映して大きく変化していくのが常ですが、この 10 年間の『年報』に掲
載された論文 44 本をみると、雇用・労働・格差（9本）を筆頭に、文化・エスニシティ・移民（6本）が
つづき、社会学史・理論、ジェンダー・セクシュアリティ、家族が 5本ずつという状況です。方法論的に
みると、数理・計量の手法を使った論文が 11 本、インタビューやフィールドワークに基づく論文が 11 本
と同数になっています。これは創刊最初期の三年間と比べると大きく変わってきています。創刊三年間（1994
～ 1996 年）に掲載された論文は全部で 19 本でしたが、数理・計量の手法を用いた論文は皆無でした。フィー
ルド調査による論文は 5本ありました。しかし特筆すべきは、社会学史や社会・理論などの文献理論研究
が 9本と圧倒的多数を占めていました。こうした移り変わりをみると、現在の京大社会学の強みと課題も
見えてくるようです。

 『京都社会学年報』編集代表　松田素二
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